
・山梨県甲州市は、果樹栽培が主要産業となってお
り、ブドウ、モモ等が主要農産物となっている。

・甲州市を含む山梨県峡東地域の果樹農業システム
が「日本農業遺産」に認定され、「世界農業遺
産」への認定を目指した取組が行われている。

・基盤整備事業の際には、ガードレールの色塗り等
により美しい農村景観との調和に配慮。

・地域資源を活かしたフットパス等のイベントを開
催し、都市農村交流を推進。

樹園地の景観を活かした取組（山梨県甲州市）９

地区の特徴

日本農業遺産に認定された美しい果樹地域の景観を地域住民と協働して保全するととも
に、これらの景観を活かした都市農村交流のイベントを実施。

取組の内容

○玉宮フットパスの会
○甲州市取組主体

・施設整備に当たり、排水路の石積護岸、現場発生石材
による法面擁壁、こげ茶色のガードレールの設置など
の対策を実施。

・地元で「玉宮フットパスの会」を立ち上げ、果樹狩り
と組み合わせたイベント等を開催。また、地区内にH30
年に新規ワイナリーが開設され、ワイナリーの見学と
組み合わせたフットパスのイベントも開催。

・甲州市観光協会では、玉宮地区の観光資源を活かした
地域を散策するモデルコースやハイキングマップを紹
介。

・市では、独自の事業を創設し、自然環境に馴染みにく
いガードレールや老朽化した公共施設等を景観に配慮
した色に塗り替える取組を市民ボランティアや地域住
民と協働して行っている。

・また、自然色ネット等の景観配慮資材を使用する場合
における補助制度も創設している。

幹線排水路の整備状況
【畑地帯総合整備事業「玉宮地区」
（H17～H27）】
・農業経営の安定化や耕作放棄地発生の
防止により、良好な樹園地景観を維持。
石積や茶色のガードレール等で周辺景観
に配慮。

農業農村
整備事業
との関係

市民ボランティアが参加したガードレールの色塗り（出典：甲州市HP）

樹園地と富士山の風景

玉宮フットパスパンフレット
（出典：玉宮フットパスの会facebook）
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